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敢 能 勝 肯 遺 ①
誅
・
②
戮

弑 伐 将 党 與
・
与

事 卒 食 全 窮 治 修 舎 前 北 走 去 之
・
行
・
往
・
如
・

適
・
逝
・
征

中 雪 易 過 見 亡 陽
・
偽

顧 度 質 諫 道
・
言
・
曰
・
云
・

謂 対 辞 謝 望 尚 説 疾 悪 厭 憐 恨 愛

語

あ

ヘ
テ

①

よ
ク

　
②

あ

た
フ

①

た
フ

　
②

あ

げ
テ

　

③
か

ツ

①

が
へ

ん
ズ

・

う
べ

な

フ
　

②
あ

ヘ

テ

①

の
こ

ス
・

す

ツ
　

②

わ
す

ル

③

お
く

ル

①

ち
ゅ

う
ス

　

②
り

く

ス

し

い
ス

①

う
ツ

　
②

ほ

こ
ル

①

ひ
き

ヰ
ル

　

②
は

タ

く

み
ス

・
と

う

ス

①

く
み

ス
　

②

あ
づ

か

ル
　

③

と

・
と

も
ニ

①

つ
か

フ
　

②

こ
と

ト

ス

①

し
ゅ

っ

ス

　

②
を

フ

・
を

は
ル

①

や
し

な
フ

　

②
く

ら

フ

ま

つ
た

ク
ス

①

き
は

ム
　

②

き
は

マ

ル

を

さ
ム

を

さ
ム

①

お
ク

　
②

す

ツ

す

す
ム

①

に
グ

　
②

そ

む
ク

①

に
グ

　
②

は

し
ル

①

さ
ル

　
②

へ

だ
ツ

ゆ

ク

①

あ
ツ

　
②

あ

た
ル

す

す
グ

①

か
フ

　
②

や

す
シ

　

③
あ

な
ど

ル ①

あ
や

ま
ツ

　

②
す

グ

　
③

よ
ぎ

ル ①

あ
ら

は
ル

　

②
み

ル

　
③

ま
み

ユ ①

ほ

ろ

ブ

・

ほ

ろ

ぼ

ス

②

に

グ

　

③

な

シ

い

つ
は

ル

①

か
へ

り
ミ

ル

　
②

た

ダ
　

③
か

へ

ツ
テ

①

は
か

ル
　

②

わ
た

ル

①

た
だ

ス
　

②

し
ち

　

③
し

つ

い

さ
ム

い

フ

こ

た
フ

①

じ
ス
（

い

な

ム
）

　

②
じ

ス

①

わ
ブ

　
②

こ

と
わ

ル

　
③

し
ゃ

ス

　
④

し
ゃ

ス

・
さ

ル

の

ぞ
ム

①

た
つ

と
ブ

　

②
な

ホ

①

よ
ろ

こ
ブ

　

②
と

ク

①

に
く

ム
　

②

や
ム

　

③
と

シ

①

に
く

ム
　

②

い
づ

ク

ン
ゾ

①

あ
ク
（

あ

き

た
ル
）

　
②

い
と

フ あ

は
れ

ム

う

ら
ム

①

を
し

ム
　

②

あ
い

ス

読
み
（

カ
タ
カ
ナ
は
送
り
仮

名
）

◇

進

ん

で
～

す

る
　

◇
決

し

て
～

し

な
い

　

◇
恐

れ

な

が

ら

①

う

ま

く
～

で

き
る

　
②

可

能

で
あ

る
・
～

で
き

る ①

堪

え

る
　

②

す
べ

て
～

し

き

る
　

③
勝

利

す

る

・

勝

る

①

承

諾

す
る

・

う
な

ず
く

　

②

進
ん

で
～

す

る
気

が

あ

る

①

残

す

・
見

捨

て
る

　
②

忘

れ

る
　

③
贈

る

①

罪

を

責
め

て

処
刑

す
る

　

②

処
刑

し
て

さ

ら
し

者

に

す

る

臣

下

や

子
が

君

主
や

親
な

ど

目

上
の

者
を

殺

す

①

大

義

を
立

て

て
討

伐
す

る

　

②
自

分
の

功

績
を

誇

る

①

軍

勢

を
率

い

る
・

従
え

る

　

②
そ

れ
と

も

ま
た

◇

徒

党

を
組

む

　
◇

え
こ

ひ

い

き
し

て
味

方

す
る

①

味

方

す
る

・

賛
同

す
る

　

②

参
加

す
る

・

関
与

す

る

　

③
～

と

・
一

緒
に

①

目

上

の
人

に

仕
え

る
　

②

仕

事
と

す
る

・

専
念

す

る

①

死

ぬ

・
亡

く

な
る

　
②

終

え

る
・

終
わ

る

①

食

べ

さ
せ

て

養
う

・
飼

育

す

る
　

②
食

べ

る

欠

け

る

こ
と

な

く
完

全
に

保

つ

・
命

や
使

命

を
無

事

に

ま
っ

と

う

す
る

①

突

き

詰
め

る

・
極

め
る

　

②

困
窮

す
る

・

行
き

詰

ま

る

◇

平

穏

に
統

治

す
る

　
◇

罪

を

調
べ

処
罰

す

る

◇

学

問

や
徳

を

磨
き

修
め

る

　

◇
整

え
る

①

そ

の

ま
ま

置

く
・

と
ど

ま

る

・
や

め
る

　

②
捨

て

る

・

見
捨

て

る

前

へ

進

み
出

る

・
前

進
す

る

①

敗

走

す
る

・

逃
げ

る
　

②

背

を
向

け
る

・

背
く

①

逃

げ

る
・

敗

走
す

る
　

②

走

る
・

急
い

で

駆
け

つ

け

る

①

立

ち

去
る

・

離
れ

る
・

取

り

除
く

　
②

距

離
を

隔

て

る

行

く

・

向
か

う

①

命

中

さ
せ

る

・
あ

て
る

　

②

的
中

す
る

・

合
致

す

る

恥

や

無

実
の

罪

を
す

す
ぐ

・

晴

ら
す

①

取

り

替
え

る

・
変

え
る

　

②

た
や

す
い

　

③
軽

ん

じ

て

侮
る

①

過

ち

を
犯

す

・
間

違
え

る

　

②
通

り
過

ぎ

る
・

超

え

る

　
③

立

ち
寄

る

①

現

れ

る
・

露

見
す

る
　

②

見

る
　

③
お

目

に
か

か

る

①

滅

び

る
・

滅

ぼ
す

　
②

逃

げ

る
　

③
い

な

い
・

な

い

◇
～

の

ふ
り

を

す
る

　
◇

偽

る

・
欺

く

①

振

り

返
り

気

に
か

け
る

　

②

た
だ

・
た

だ

し

③

か

え
っ

て

・

反
対

に

①

推

し

量
る

・

見
積

も
る

　

②

渡
る

・
越

え

る

①

是

非

を
問

い

た
だ

す
　

②

人

質
　

③
実

質

・
素

質 （

主

君

や
目

上

の
人

の
）

過

ち

を
い

さ
め

る

言

う

・

心
中

の

思
い

を
述

べ

る

◇

目

上

の
問

い

に
答

え
る

　

◇

向
か

い
合

う

①

辞

退

す
る

・

断
る

　
②

い

と

ま
ご

い
を

す

る
・

別

れ

を

告
げ

て

去
る

①

謝

罪

す
る

　

②
辞

退
す

る

・

断
る

　
③

礼

を
言

う

・

告

げ
る

　

④
い

と
ま

ご

い

を
す

る
・

去

る

◇

遠

く

を
見

渡

す
　

◇
期

待

す

る
　

◇
恨

む

①

尊

ぶ

・
重

ん

じ
る

　
②

や

は

り
・

な
お

①

喜

ぶ
（

悦

と

同
じ
）

　

②

意

見
を

述
べ

説

得
す

る ①

憎

む

・
ね

た

む
　

②
病

気

に

な
る

　
③

速

い
・

激

し

い

①

憎

む

・
嫌

う

　
②

ど
う

し

て
～

か
（

い

や
～

な

い
）

①

満

足

す
る

・

飽
き

る
　

②

嫌

が
る

・
避

け

る

◇

か

わ

い
が

る

・
愛

で
る

　

◇

あ
わ

れ
む

・

同
情

す

る

◇

残

念

に
思

う

・
悔

や
む

　

◇

人
を

恨
む

①

惜

し

む
・

大

切
に

す
る

　

②

か
わ

い
が

る

・
愛

す

る

意
味

「

敢

へ

て

問

ふ
（

恐

れ

な

が

ら
）

」

「

敢

へ

て
～

ず
（

決

し

て
～

な

い
）

」

。

　

例
「

敢

へ

て

毀

傷

せ

ず
。

」

「

能

く
（

よ

ク
）

」

「

不
レ

能
（

あ

た

ハ

ず
）

」

。

　

例
「

善

く

游

ぐ

者

は

能

く

溺

る
。

」

「

喜

び

に

勝

へ

ず
」

「

勝

げ

て

計

ふ

べ

か

ら

ず
」

。

　

例
「

臣

は

桮

杓

に

勝

へ

ず
。

」

「

不
レ

肯
（

が

へ

ん

ゼ

ず

・

承

諾

し

な

い
）

」

で

頻

出
。

　

例
「

再

三

之

を

請

へ

ど

も
、

彼

終

に

肯

ん

ぜ

ず
。

」

入

試

最

頻

出

の

多

義

動

詞
。

相

手

と

物

を

伴

え

ば
「

お

く

ル
（

贈

る
）

」

。

　

例
「

大

夫

種

に

書

を

遺

り

て

曰

は

く
。

」

罪

人

を

処

罰

す

る

語
（

「

弑
」

は

下

克

上

の

殺

害
）

。

「

戮
」

は

恥

辱

の

意

も

持

つ
。

　

例

「

罪

有

る

者

は

必

ず

誅

す
。

」

「

弑

逆
」

に

同

じ
。

下

克

上

の

殺

害

に

限

定
。

　

例
「

趙

盾

其

の

君

を

弑

す
。

」

「

功

に

伐

ら

ず
（

ほ

こ

ラ

ズ

・

自

慢

し

な

い
）

」

は

頻

出
。

　

例
「

聖

人

は

自

ら

伐

ら

ざ

る

が

故

に

功

有

り
。

」

再

読
「

ま

さ

ニ
～

ン

ト

ス
」

以

外

の

重

要

用

法
。

　

例
「

名

将
、

大

軍

を

将

ゐ

て

東

の

か

た

敵

を

撃

つ
。

」

２

０

２

６

共

テ

出

題
。

「

群

し

て

党

せ

ず
」

。

　

例
「

同

じ

き

に

党

し

異

な

る

を

伐

つ
。

」

読

み

と

意

味

の

識

別

が

最

頻

出
。

　

例
「

死

し

て

悔

ゆ

る

無

き

者

は
、

吾

與

せ

ざ

る

な

り
。

」

目

上

に

仕

え

る
「

つ

か

フ
」

と

専

念

す

る
「

こ

と

ト

ス
」

。

　

例
「

父

母

に

事

へ

て

は

能

く

其

の

力

を

竭

く

す
。

」

副

詞

で

は
「

つ

ひ

ニ
（

終
）

」

「

に

は

カ

ニ
（

俄
）

」

。

　

例
「

言

未

だ

卒

へ

ざ

る

に
、

王

大

い

に

怒

る
。

」

人

を

目

的

語

に

と

れ

ば
「

や

し

な

フ
（

養

う
）

」

。

　

例
「

孟

嘗

君
、

客

を

食

ふ

こ

と

数

千

人

な

り
。

」

「

璧

を

全

く

す
」

「

天

年

を

全

く

す
」

で

頻

出
。

　

例
「

臣

請

ふ

璧

を

全

く

し

て

趙

に

帰

さ

ん
。

」

「

き

は

ム
（

極
）

」

と
「

き

は

マ

ル
（

困

窮
）

」

。

　

例
「

欲

を

窮

め

贅

沢

を

尽

く

す
。

」

国

を

統

治

す

る

意

と
「

罪

を

治

む
（

処

罰

す

る
）

」

。

　

例
「

大

国

を

治

む

る

は

小

鮮

を

烹

る

が

ご

と

し
。

」

「

身

を

修

む
」

な

ど

学

徳

を

磨

き

整

え

る

こ

と
。

　

例
「

先

づ

其

の

身

を

修

む
。

」

「

お

ク
（

放

置

・

と

ど

ま

る
）

」

「

す

ツ
（

釈

・

捨

と

同

じ
）

」

。

名

詞
「

客

舎
」

は

宿

屋
。

　

例
「

牛

を

舎

て

て

羊

を

以

て

之

に

易

へ

よ
。

」

君

主

や

相

手

の

前

に

進

み

出

る

場

面

で

頻

出
。

　

例
「

相

如

前

み

て

曰

は

く
。

」

背

中

合

わ

せ

の

象

形

か

ら
「

敗

走

す

る

・

背

く
」

。

　

例
「

三

た

び

戦

ひ

て

三

た

び

北

ぐ
。

」

戦

場

の

文

脈

で

は
「

に

グ
（

逃

げ

る
）

」

。

　

例
「

甲

を

棄

て

兵

を

曳

き

て

走

る
。

」

出

発

点

か

ら

離

れ

る

の

が

原

義
。

　

例
「

孟

嘗

君

の

廃

せ

ら

る

る

や
、

諸

客

皆

去

る
。

」

※
「

逝
」

の

み
「

去
っ

て

戻

ら

な

い

・

死

ぬ
」

の

意

も

持

つ
。

　

例
「

子
、

衛

に

適

く
。

」

「

百

発

百

中
」

「

事

の

機

に

中

る
（

あ

た

ル
）

」

。

　

例
「

百

た

び

発

し

て

百

た

び

中

つ
。

」

「

恥

を

雪

ぐ
（

す

す

グ
）

」

の

形

で

頻

出
。

　

例
「

遂

に

会

稽

の

恥

を

雪

ぐ
。

」

相

手

を

目

的

語

に

と

る
「

あ

な

ど

ル
（

軽

視
）

」

に

注

意
。

　

例
「

羊

を

以

て

之

に

易

へ

よ
。

」

比

較
「

此

に

過

ぐ

る

は

莫

し
（

上

回

る
）

」

や

訪

問
「

よ

ぎ

ル
」

も

頻

出
。

　

例
「

過

ち

て

は

則

ち

改

む

る

に

憚

る

こ

と

勿

か

れ
。

」

「

あ

ら

は

ル
（

現
）

」

「

ま

み

ユ
（

謁

見
）

」

が

頻

出
。

　

例
「

其

の

末

立

ち

ど

こ

ろ

に

見

る
。

」

「

に

グ
（

逃

亡
）

」

「

な

シ
（

不

在
）

」

「

う

し

な

フ
（

失
）

」

の

識

別

が

最

頻

出
。

　

例

「

馬

故

無

く

し

て

亡

げ

て

胡

に

入

る
。

」

「

陽

り

て
～

す
」

で

う

わ

べ

だ

け
～

の

ふ

り

を

す

る
。

　

例
「

陽

り

て

懐

王

を

尊

び

て

義

帝

と

為

す
。

」

副

詞
「

た

ダ
」

「

か

へ

ツ

テ
（

反

対

に
）

」

が

超

頻

出
。

　

例
「

先

帝
、

三

た

び

臣

を

草

廬

の

中

に

顧

み

る
。

」

推

量

の
「

は

か

ル
」

と

移

動

の
「

わ

た

ル
」

。

　

例
「

春

風

度

ら

ず

玉

門

関
。

」

「

文
（

飾

り
）

と

質
（

実

質
）

」

の

対

比

も

重

要
。

　

例
「

酒

を

載

せ

て

師

を

訪

ね
、

疑

は

し

き

を

質

す
。

」

※

名

詞
「

諫

言
（

か

ん

げ

ん
）

」

は

主

君

へ

の

忠

告

の

言

葉
。

　

例
「

群

臣

死

を

冒

し

て

王

を

諫

む
。

」

※
「

謂
」

は
「

お

も

フ
（

思

う

・

み

な

す
）

」

と

も

読

む
。

　

例
「

人

の

善

を

道

ふ

を

楽

し

む
。

」

「

対

へ

て

曰

は

く
」

で

目

上

に

答

え

る

関

係

を

示

す
。

　

例
「

孟

子

対

へ

て

曰

は

く
。

」

「

じ

ス
」

と

音

読

み

す

る

の

が

基

本
。

名

詞
「

こ

と

ば
（

辞

を

卑

し

く

す
）

」

も

重

要
。

例
「

之

に

粟

九

百

を

与

ふ

れ

ば
、

辞

す
。

」

問

１

最

頻

出

の

多

義

動

詞
。

　

例
「

旦

日

蚤

く

自

ら

来

た

り

て

項

王

に

謝

せ

ざ

る

べ

か

ら

ず
。

」

期

待

が

外

れ

て
「

恨

む
」

に

な

る

別

義

に

注

意
。

　

例
「

吾

嘗

て

跂

ち

て

望

む
。

」

動

詞

は
「

尊

ぶ
」

、

副

詞

は
「

や

は

り

・

な

お
」

。

　

例
「

賢

を

尚

ば

ざ

れ

ば
、

民

を

し

て

争

は

ざ

ら

し

む
。

」

「

よ

ろ

こ

ブ
」

は
「

悦
」

に

同

じ
。

　

例
「

秦

王

之

を

聞

き
、

大

い

に

説

ぶ
。

」

「

疾

風
」

は

速

い

風
。

動

詞

は
「

憎

む

・

病

む
」

。

　

例
「

己

よ

り

賢

れ

る

を

恐

れ
、

之

を

疾

む
。

」

名

詞
「

悪
（

あ

く
）

」

と

の

読

み

分

け

に

注

意
。

　

例
「

貧

と

賤

と

は
、

是

れ

人

の

悪

む

所

な

り
。

」

否

定

を

伴

う
「

厭

く

こ

と

無

し
（

満

足

し

な

い
）

」

が

頻

出
。

　

例
「

戦

陣

の

間
、

詐

偽

を

厭

は

ず
。

」

文

脈

で
「

愛

で

る
」

と
「

同

情

す

る
」

を

識

別
。

　

例
「

独

り

憐

れ

む

幽

草

の

澗

辺

に

生

ふ

る

を
。

」

漢

文

で

は
「

残

念

に

思

う

・

悔

や

む
」

が

最

頻

出
。

　

例
「

吾

蒯

通

の

計

を

用

ひ

ざ

り

し

を

恨

む
。

」

財

物

や

時

間

を

惜

し

む

意

が

頻

出
。

　

例
「

百

姓

皆

王

を

以

て

愛

し

む

と

為

す
。

」

備
考
・
古
典
例
文

漢
文
　
重
要
語
句
一
覧
　
一
枚
目
（

単
元
１
～

４
・
１
～

４
８
）

　
【

パ
ス
メ
モ
リ
ア
公
式
】

　
学
習
日
　
　
月
　
　
日


